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論文題目 

北・西アフリカにおけるイブン・アラビーの言説的伝統 

―思想的源泉としてのムハンマドに焦点を当てて― 

 

 

（論文内容の要旨） 

 

本論文は、アフリカ哲学を構成する一要素であるにも拘わらず、長らく等閑視され

てきたイスラームの哲学に焦点を当てるために、イスラーム思想史上「最大の師」と

も称される思想家イブン・アラビーを軸として設定し、北・西アフリカにおける彼の

思想伝統を解明することを目指すものである。本論文は、6章からなる本文と序章・

終章で構成されている。 

第１章では、本論文の核となる神秘思想家イブン・アラビーと、後代においてイブ

ン・アラビーから思想的影響を受けたとされる思想家たちについて整理する。特に、

従来の研究で本格的に論じられることがなかった、北・西アフリカにおいて活躍した

イブン・アラビー思想の後継者たちに力点を置くことで、将来の研究の素地を広げる

ための見取り図を描くことを試みる。 

第2章では、後代におけるイブン・アラビー思想の影響網を描き出すための理論的

視座を提供する。イブン・アラビー思想を受け継いだ思想家について言及する際に研

究者のあいだで頻繁に利用されてきた「イブン・アラビー学派」という用語が孕む問

題について検討し、単一かつ共通の思想基盤を有する集団という含意をもつことを批

判する。そのうえで、人類学者タラル・アサドの〈言説的伝統〉概念を援用し、「イ

ブン・アラビーの〈言説的伝統〉」という概念を提唱する。この概念を通して彼の思

想伝統を、一枚岩的な集団としての「学派」でなく、さまざまな思想家が各々の判断

に基づきながら、イブン・アラビーの思想を学び身体化することで、彼の独特な思想

を解釈・批判する現象としてとらえ直すことを試みている。 

第3章では、イブン・アラビーの言説的伝統を考察するための基礎的作業として、

彼の代表的な理論のひとつと見做される〈ハキーカ・ムハンマディーヤ〉（「ムハン

マド的真実在」）概念を考察する。イブン・アラビーだけでなく、クーナウィー、

カーシャーニー、カイサリー、ジーリーなどの初期のイブン・アラビー思想の後継者

たちも対象に含めてこの概念を分析することで、通時的な意味の変遷を捉えている。 

第4章では、モロッコ出身の神秘思想家イブン・アジーバが、「一握り」を意味す

るカブダという語を自らの思想の鍵概念とすることに着目し、イブン・アラビーの存

在論的宇宙論との思想的連関性について考察する。イブン・アラビーが、必然存在者

である神以外の可能的存在を創造する場だけでなく、宇宙や人間を発出する場として



 

 

この語を用いたのに対し、イブン・アジーバはその宇宙論において、絶対者が自らの

存在を顕す受容体として描いていることを指摘する。 

第5章では、セネガル出身の神秘思想家イブラーヒーム・ニヤースが、第3章で取り

上げた〈ハキーカ・ムハンマディーヤ〉概念についてどのように論じているのかにつ

いて考察する。彼が〈ハキーカ・ムハンマディーヤ〉概念を、宇宙の発出原理として

の意味と宇宙の統合原理としての意味という二つの視点から論じていることを明らか

にする。 

第6章では、スーフィズムの術語のひとつであり、聖者の階層の頂点に位置する者

を指し示す〈極
きょく

〉（クトゥブ）の語が、イブン・アラビー思想において人間の原型を

示す〈完全人間〉の役割を担うことを考察する。北・西アフリカの複数の思想家を取

り上げ、彼らがイブン・アラビーの思想に基づきつつ、〈極〉が世界を統治する役割

を担い、〈完全人間〉もまた世界の安定を司る役割を担っており、両概念を互換可能

な術語として使用する傾向があることを明らかにする。 

本論文は、以上の論述を通して、これまでの「イブン・アラビー学派」研究が東方

イスラーム世界に偏っていた状況を打破し、北・西アフリカを含む「イブン・アラ

ビーの言説的伝統」という見取図を新たにスケッチして描き直すことを試みている。 

 

 


